
 

 

 

 

 

 

 

  

プレミアグループ株式会社 

2022 年 3 月期 第 2 四半期決算説明会 

 

2021 年 11 月 5 日 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

1 
 

イベント概要 

 

[企業名]  プレミアグループ株式会社 

 

[企業 ID]  7199 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2022 年 3 月期 第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2021 年度 第 2 四半期  

 

[日程]   2021 年 11 月 5 日  

 

[ページ数]  16 

  

[時間]   15:00 – 15:20 

（合計：20 分、登壇：20 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長  柴田 洋一（以下、柴田） 
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登壇 

 

当第 2 四半期の決算概要をご説明いたします。 

マーケット環境ですが、半導体不足による新車の生産が停滞という状況が非常に強くなってきてお

ります。新車販売が少なくなると、中古車の在庫不足による価格高騰が起き、こちらが非常に顕著

になってきた状況が、当第 2 四半期の自動車マーケットと言えます。 

新車登録台数は、２Q 累計では 102.3%と前年を上回っておりますが、2Q のみで見ると 88.7％と

90%を切っております。2Q のみで見ると 89%ということで、非常に厳しいマーケット環境だった

と考えております。 

このような状況で当社は、クレジット・故障保証ともに、マーケットを上回る取扱高の伸長を記録

できました。 

KPIは、クレジット取扱高は前年同期比129.2%、2Qのみでも126.6%と高い伸びをしております。

故障保証は、当社のシェアが非常に高く、マーケットの影響を若干受けますが、2Q 累計は 112.3%、

2Q のみでは 102.7%と前年を上回っています。当社の自社商品の取扱高は、2Q 累計 129%、2Q の

みでは 120%以上伸長しております。 
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業績は、営業収益が過去最高の 101億円で、半期で 100億円を突破しております。また、税引前利

益は 19.2 億円と、前年同期比では若干のマイナスですが、前年約 6 億円の一過性収益を計上して

いることを考慮すると前年同期比 130%となり、本業の利益はしっかりと伸ばすことができており

ます。 

また、当社のビジネスは、ストックビジネスなので、将来収益、いわゆる繰延収益として 331 億円

を B/S にストックしております。こちらも 18%伸びており、収益に関しても土台を構築できてお

ります。 

当上期のトピックスとして、JPX の日経中小型株指数に銘柄指定と、プライム市場の上場維持基準

適合がございます。プライム市場の適合については、取締役会にて移行申請を決議済でございます。 
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連結業績は、主要 3 事業とも業容拡大が大きく寄与し、営業収益では前年同期比 120%増と大きな

伸びを記録しております。 

一過性収益がありながら、税引前利益については若干のマイナスですが、当期利益は 13 億 5,800

万円と前年を上回る利益でございます。 
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営業費用は、82.2 億円、前年同期比 118.3%でございます。オートモビリティサービス事業をしっ

かりと拡大させたことで、変動費である原価が増加しております。 

固定費は、グループ間取引やペーパーレスの推進等が功を奏して、経費削減が実現し、営業費用の

伸びをしっかりと抑制しております。 
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通期の業績見通しは、今期は 214 億円の営業収益、35 億円の税引前利益を予定しております。 

当上期末で、今期予想を若干上回る形で推移をしておりますが、自動車マーケットの半導体不足の

影響の継続や 10 月の新車登録台数が 30%減など不透明な部分もあるので、通期予想については据

え置きとしております。 
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セグメント概要についてのご説明でございます。 

各事業とも順調に利益、収益ともに更新をしております。 

ファイナンス事業は、クレジット債権残高の伸長とサービサーである中央債権の業績が非常に好調

であることが収益に寄与し、110%以上の伸びをしております。 

故障保証事業は、トップラインである取扱高の伸長とグループ間シナジーに伴う整備ネットワーク

の充実により、修理費用である原価抑制が収益に寄与しております。 

また、オートモビリティサービス事業は、事業投資フェーズということもあり、前年同期比 200%

以上の 233.8%という非常に大きな伸びを記録しております。1Q は 1,100 万円の赤字でしたが、２

Q 累計では 1,600 万円に黒字転換しているところが大きな特徴と言えます。 
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次に、各事業の詳細についてご説明いたします。 

ファイナンス事業は、クレジットの取扱高が前期比 129.2%で 130%近い伸びをしており、営業の

PH も 116%の伸びとなり、前々年に追いついてきております。前期はコロナ禍の影響を受けて、

取扱高のダウンがありましたが、しっかり戻してきております。 

これは、DX 施策や営業組織の再編によって効率的な営業活動が実現できていることと、営業人員

100 名体制を 94 名と概ね実現し、安定した体制が構築できていることが大きな要因と考えており

ます。 

また、前期に引き続き、会員制サービスである PFS Premium Club の会員募集を促進していき、ロ

イヤリティの向上を行うことで取扱高の増加を図ってまいります。 
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取扱高の増加に伴い、約 4,000 億円のクレジット債権残高が保有できております。延滞債権残高に

ついても 0.82%と、引き続き低い数値の優良債権で残高を構成しています。 

延滞率の抑制として、債権回収部門で DX 推進を行い、オートコールシステムを導入し業務イノベ

ーションを図っております。また、サービサーである中央債権回収とも協業し、中長期債権の回収

活動が活発化していることも、好調な数値で推移している要因と考えます。 

今後も、徹底した初期の延滞債権の抑制と中長期債権の抑制、効率的な債権回収に向けてさらなる

DX の推進を行っていきたいと考えております。 
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加盟店の伸びは、約 106%と、従来の水準であった 110%を若干切っております。ただ、今後の戦

略としては、新規加盟店を引き続き開拓しながら、既存の通常会員を有料会員に誘導することに注

力しておりますので、計画通りの進捗となります。 

2025 年に 30,000 社という目標も十分射程範囲であり、有料会員の 3,000 社も現在のペースでいく

と前倒しで達成できると考えております。9 月末で 757 社の有料会員を確保できているので、年内

中に 1,000 社達成を目指してまいります。 

また、新規加盟店開拓は、福岡、札幌に続く 3 拠点目のアウトバウンド営業のコンタクトセンター

を大阪に新規開設して体制を充実させ、リアル営業だけではなくコンタクトセンターでのサポート

も強化しております。 
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故障保証事業の取扱高は、前期は前年比がほぼ横並びでしたが、今期は 112.3%と伸長しておりま

す。提携商品は、マーケット不振の影響、中古車の登録台数の影響を受けるので伸びは鈍化してお

りますが、このような状況下でも、自社商品をしっかりと拡販できており、自社商品の取扱高は

130%と大きく伸びています。 

今後は、提携商品についても伸ばしていくため、営業人員の増員、新商品の強化を行い、グループ

内のシナジーを効かせながら原価削減を推進しマーケットを拡大してまいります。 

また、故障保証事業についても、DX 施策の一環である新システムを今期中にリリースし、故障保

証の申し込みも全てペーパーレスで対応していきたいと考えております。 
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昨年から本格的に始めたオートモビリティサービス事業は、非常に順調に伸びております。 

営業収益は、5 億 6,000 万円と前期比 233.8%、売り上げは 13 億円でございます。整備のネットワ

ークの構築は 3,160 社と、当初の目標である 3,000 社を前倒しで達成しております。 

今後は、この 3,000 社のうち 1,500 社を、FIXMAN Club という有料会員に誘導し、ネットワーク

を構築してまいります。会員向けのコンテンツの拡充により、1,500 社の有料会員を少しでも前倒

しに確保できるようにしていきたいと考えております。ベースの 3,000 社は確保できたので、弾み

がついてくると予想しております。 
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DX 戦略の進捗については、あらゆる事業や業務において DX 化を進めております。ファイナンス

事業、故障保証事業、オートモビリティサービス事業、これらの事業を DX 化によって実現した取

引額を KGI として設定をしていきます。 

前期に開始したクレジット契約書のペーパーレス化に関しては、導入率もしっかりと伸長しており

ます。現在は、約 80%がペーパーレスの申し込みでございます。これにより、当社の営業効率の削

減だけでなく、紙の削減による脱炭素にも少しずつ貢献しております。 

また、事業 DX に関しては、エンドユーザーや当社の加盟店に対する B to B to C のコミュニケーシ

ョンツールとしてのプラットフォームを再来年の 2023 年 3 月までに完成させ、その後はサブスク

関連の対応もできる体制を構築していきたいと考えております。 

これに合わせて社内でも、グループ全体の業務システムやグループ全体のインフラ整備をしていき

たいと考えております。 
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当上期のトピックスは、 

7 月に、故障保証事業の拡大のため故障保証のバックヤードの事務所を新設、また当社初の「IR 

Day」として会社説明会を実施いたしました。 

8 月は、JPX の日経中小型株指数に銘柄の選定、プライム市場の上場維持基準に適合通知を受け、

移行申請について社内で決議をしております。また、東洋経済オンラインの「女性管理職の比率が

高い企業ランキング」に 2 年連続ランクイン、大阪のコンタクトセンターを増強がございました。 

この 10 月には、積載車をモビリティ事業者向けに安くリース提供するサービスの開始、またコー

ポレートサイトのリニューアルを行いましたので、一度サイト覗いていただきたく存じます。 

 

以上、第 2 四半期の決算説明を終了いたします。 

なお、本日の説明で不足していた点や、より詳細な説明が必要な場合は、 

機関投資家さま、またアナリストの皆さま向けに個別面談は承っておりますので、当社ホームペー

ジの IR の問合せよりご連絡をお願いいたします。 

最後になりますが、現在、2023 年に向けた中期経営計画の実現に向け順調に進捗をしております。

オートモビリティ企業として、さらに拡大を目指してまいりますので、今後とも当社にご期待いた

だけますと幸いです。 
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それでは本日はご清聴いただきありがとうございました。 

［了］ 

 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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免責事項 

本資料で提供されるコンテンツの信憑性、正確性、完全性、最新性、網羅性、適時性等について、

当社は一切の瑕疵担保責任及び保証責任を負いません。さらに、利用者が当社から直接又は間接に

本サービスに関する情報を得た場合であっても、当社は利用者に対し本規約において規定されてい

る内容を超えて如何なる保証も行うものではありません。 

 

本資料または当社及びデータソース先の商標、商号は、当社との個別の書面契約なしでは、いかな

る投資商品（価格、リターン、パフォーマンスが、本サービスに基づいている、または連動してい

る投資商品、例えば金融派生商品、仕組商品、投資信託、投資資産等）の情報配信・取引・販売促

進・広告宣伝に関連して使用をしてはなりません。 

 

本資料を通じて利用者に提供された情報は、投資に関するアドバイスまたは証券売買の勧誘を目的

としておりません。本資料を利用した利用者による一切の行為は、すべて会員自身の責任で行って

いただきます。かかる利用及び行為の結果についても、利用者自身が責任を負うものとします。 

 

本資料に関連して利用者が被った損害、損失、費用、並びに、本資料の提供の中断、停止、利用不

能、変更及び当社による本規約に基づく利用者の情報の削除、利用者の登録の取消し等に関連して

会員が被った損害、損失、費用につき、当社及びデータソース先は賠償又は補償する責任を一切負

わないものとします。なお、本項における「損害、損失、費用」には、直接的損害及び通常損害の

みならず、逸失利益、事業機会の喪失、データの喪失、事業の中断、その他間接的、特別的、派生

的若しくは付随的損害の全てを意味します。 

 

本資料に含まれる全ての著作権等の知的財産権は、特に明示された場合を除いて、当社に帰属しま

す。また、本資料において特に明示された場合を除いて、事前の同意なく、これら著作物等の全部

又は一部について、複製、送信、表示、実施、配布（有料・無料を問いません）、ライセンスの付

与、変更、事後の使用を目的としての保存、その他の使用をすることはできません。 

 

本資料のコンテンツは、当社によって編集されている可能性があります。 

 


